
質問に対する回答書 

 

工事等番号  平成２９年度下施処合補第３号 

工事等件名  津市中央浄化センター（管理棟上屋）耐震補強工事  

 

上記案件に係る質問に対して、下記のとおり回答します。 
設計図書等の

ページ箇所 
質 問 内 容 回  答 

 

Ａ－１ 

 

建設工事特記仕様書（その１）の

一般共通事項、発生材の処理等にお

いて、発注者に引渡しを要するも

の：金属類との指示があります。 

スクラップ控除は見積金額計上しな

いものと考えてよろしいでしょう

か。 

 

 

金属類はスクラップ控除として見積

金額に計上してください。 

 

 

Ａ－３、５

１、５３ 

設 計書Ｐ

１４、２０ 

 

１階及び２階天井伏図に「仕上の

み撤去、新設部分の LGS は既設天井

撤去、耐震天井施工要領による耐震

補強工事（中間水平補強材、ブレー

ス設置）の後、新設とする」との指

示があります。 

上記の内容にて施工の場合、必然的

に LGS 下地も撤去しなければならな

いと考えられます。 

設計書では天井下地撤去が７７．９

㎡軽量天井鉄筋下地が６０．３㎡と

なっています。 

天井仕上げ撤去部分を全面 LGS 下地

も撤去の上、耐震補強を行うものと

するのか、設計書の数量を正と考え

るか、いずれかご指示願います。 

 

 

設計書の数量を正とします。 

 

Ａ－８ 

 

アスベスト含有事前調査費用は、

本工事と別途ですか。本工事に含む

場合は、共通仮設費での計上でよろ

しいですか。 

 

アスベスト含有事前調査は本工事に

含まれません。 

図面を別紙のように訂正します。 



  

「アスベストの含有のおそれのあ

る建材」に該当する建材の撤去（吹

付材、保温材除く）については、レ

ベル３みなしで撤去を計上してよろ

しいですか。 

 

 

貴見のとおり解して差し支えありま

せん。 

  

仕上表（１）において、改修後の

壁仕上げに白セメント吹付の指示が

あります。 

現状では白セメント吹付を施工が可

能な業者が見つかりません。 

塗装業者にて施工できる代替品をご

指示願えないでしょうか。 

 

 

施工段階で別途協議します。 

 

Ａ－５ 

Ａ－８ 

 

アスベスト検体数は各材料に対し

て３検体とありますが、仕上表より、

１１項目×３検体＝３３検体採取で

よろしいですか。 

 

 

検体採取を行いません。 

 

Ａ－５ 

 

アスベスト含有事前調査結果をも

とに協議（設計変更増減）していた

だけますか。 

 

 

アスベスト含有建材撤去のレベル２

以上は設計変更の対象となります。 

 

Ａ－８、９ 

設 計書Ｐ

２８、２９ 

 

仕上表（１）において、アスベス

トの含有のおそれのある建材（分析

調査）の指示があります。 

分析調査の結果、設計書に記載のあ

る項目数量以外にアスベスト含有建

材が発生した場合の取り壊し、発生

材処理費については別途追加算と考

えてよろしいでしょうか。 

 

 

貴見のとおり解して差し支えありま

せん。 

  

工事中における、他の関連施設と

の調整について教えてください。 

 

監督員及び維持管理業者との打合せ

を行い調整します。 

 

撤去作業による騒音粉じんの発生

が予想されますが、作業期間・日時

の条件はありますか。また、日曜日、

祝日の作業は可能ですか。 

 

作業期間の条件は特にありません。作

業日時は８：３０～１７：００までと

し、火気を使用する場合は現場撤収の

３０分前に終了してください。また、



基本的に土曜日、日曜日、祝日は休工

とします。 

 

 

共通仮設費（積上）の項目を教え

てください。 

仮設計画における全体の平面計画図

（仮囲い、ゲート、現場事務所配置

など）を教えてください。 

 

指定仮設の計上はありません。 

 

Ａ － ５５

～５７ 

設 計書Ｐ

８ 

 

仮設計画図（１）～（３）及び設

計書に記載のある足場及び仮設間仕

切りは参考と考えてよろしいでしょ

か。 

 

貴見のとおり解して差し支えありま

せん。 

 

Ａ－２６ 

 

１階 ９通り D～E（塩素ボンベ室）

の壁レリーフタイル撤去及び新設の

指示があります。 

㎡単価いくら程度の商品を見込めば

よろしいですか。ご指示願います。

 

磁器質小口タイル程度で積算してく

ださい。 

 

Ａ － ５０

～５３ 

 

１，２階天井伏図において、改修

部分の大半が仕上のみ撤去、新設と

なっています。 

現場において、Mバー迄撤去新設をし

ないと施工できない場合、協議の上

別途清算願えると考えてよろしいで

しょうか。 

 

現場の状況に応じて協議します。 

 


